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    ２０２５年１月２８日 

南海電気鉄道株式会社 

泉北高速鉄道株式会社 

 

 

トラックターミナル事業者として 

南海電鉄と泉北高速鉄道の合併が認可されました 
 

～２０２５年４月１日からは、南海電鉄が流通センター事業を担います～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南海電気鉄道株式会社（社長:岡嶋 信行、以下「南海電鉄」）と泉北高速鉄道株式会社（社長:金森 哲朗、

以下「泉北高速鉄道」）は、両社で締結した吸収合併契約に基づき、泉北高速鉄道におけるトラックターミナル

事業について、自動車ターミナル法に定める認可の申請を行い、２０２５年１月２０日（月）に国土交通大臣より

合併が認可されました。 

４月１日（火）からは、北大阪トラックターミナル（茨木市）と東大阪トラックターミナル（東大阪市）の運営を南

海電鉄が行い、引き続き、物流インフラ施設の運営を通じて地域社会とステークホルダーの皆さまに貢献して

まいります。 

南海電鉄は、鉄道事業と不動産賃貸事業という同種の事業を営む両社の経営を統合することで、グループ

経営の効率改善を通じて、サステナブルな公共交通の経営や、流通センターのさらなる競争力向上に向けて、

経営資源を投入していく事業体制を確立してまいります。 

流通センター事業の概要と今後の事業計画（発表済）は以下の通りです。 

  

北大阪流通センター 東大阪流通センター 
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１．流通センター事業の概要                                                        

 （１）施設について  

 北大阪流通センター及び東大阪流通センターは、高度経済成長期に自動車交通の激増や、人口・

産業の都心部への過度の集中により生じる流通機能や都市機能の低下を解決するために、都市周

辺部の交通要衝地に整備された一大流通拠点で、トラックターミナル※１、流通倉庫※２、配送センター

等※３が一体的に立地しており、スムーズな物流ネットワークを実現しています。 

※１ トラックターミナル…近隣都市から集配車で集荷された荷物を、他の都市へ行き先方面別に運

行車（大型トラック）に積み替え、また、他の都市から運行車で運搬されてきた荷物を、近隣都市

の行き先方面別に集配車に積み替える施設 

※２ 流通倉庫…大量の荷物を主に保管するための施設 

※３ 配送センター…荷物の一時保管機能と商品の加工・包装等の作業を行う流通加工機能を備え、

ジャスト・イン・タイムや多頻度小口化といった近年の物流ニーズに対応できる物流施設 

 

２０２５年１月２８日現在 

施設名 北大阪流通センター 東大阪流通センター 

敷地面積 約３２６，０００㎡ 約２１３，０００㎡ 

所在地 大阪府茨木市宮島２丁目５番 

１号 他 

大阪府東大阪市本庄２丁目７番

１０号 他 

主な施設内容 トラックターミナル 

流通倉庫 

配送センター 

大阪府食品流通センター 

トラックターミナル 

流通倉庫 

配送センター 

 

営業開始日 １９７４年３月１日 １９６８年２月１５日 

 

 

  （２）泉北高速鉄道の所有施設 配置図（黄色部分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲北大阪流通センター 

▲東大阪流通センター 
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（３）主な物流施設のこれまで 

１９６６年  東大阪トラックターミナル事業経営免許認可 

１９６８年  東大阪トラックターミナル開業 

１９６９年  東大阪流通倉庫開業 

１９７２年  北大阪トラックターミナル事業経営免許認可 

１９７４年  北大阪トラックターミナル開業・北大阪流通倉庫開業 

１９８４年  北大阪共同配送センター開業 

２００８年  東大阪トラックターミナル新管理棟竣工 

２０１１年  東大阪トラックターミナル１１号棟（配送センター）竣工 

２０１４年  北大阪トラックターミナル２号棟（配送センター）竣工 

２０１６年  北大阪トラックターミナル新管理棟竣工 

２０２０年  北大阪トラックターミナル１号棟竣工 

２０２３年  大阪府食品流通センターE棟竣工 

 

 

２．南海グループと泉北高速鉄道のこれまで                                                        

２０１４年７月１日に大阪府等から旧大阪府都市開発株式会社の株式譲渡を受け、泉北高速鉄道を南海グ

ループとして以降、鉄道の利便性向上策を通じた泉北ニュータウン等の沿線活性化に加えて、物流施設の高

度化等の収益力向上に取り組み、２０２２年４月１日にはシナジーの更なる発現を目的として完全子会社化を

実施いたしました。 

 

 

３．今後の事業計画                                                        

今回の合併に伴う流通センター事業計画の変更はございません。現在、北大阪流通センターでは高度化計

画を進めています。これまでで最大規模の（仮称）北大阪トラックターミナルⅡ期棟は地上６階建、延床面積約

１８万㎡のトラックターミナルと配送センターの複合施設で、２０２４年６月に建設工事に着工し、２０２６年３月の

竣工を目指しています。また、東大阪流通センターについても、今後敷地内の有効活用を図ることで、高度化

の計画策定を進めてまいります。 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 


